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2005 年 6 月 13 日 

全国労働金庫協会 

 

地球温暖化防止に向けた５Ｒ運動に取り組みます 

～Rokin〈ろうきん〉のRefuse・Reduce・Reuse・Recycle～ 

 
 
Rokin 
〈ろうきん〉 

 

企業の社会的責任（ＣＳＲ）を果たしていく立場から、全国労働金

庫協会（会員：全国１３の労働金庫、労働金庫連合会）は、５月２

６日開催の労金協会理事会において全国の〈ろうきん〉で、地球温

暖化防止に向けた下記２～４の取り組みを推進していくことを確

認しました。 
  

Refuse 
(リフューズ) 

 
不要なものは断る。不要なものを購入したり、持ち込んだりしない
こと。 
  

Reduce 
（リデュース） 

 
ごみを発生させない。ごみになるようなもの、無駄なものは買わな
い、もらわない、使わないこと。 
  

Reuse 
（リユース） 

 
物は繰り返し使うこと。繰り返し使えるものを購入すること。 
 

 
Recycle 
（リサイクル） 

 
安易に廃棄せず再資源化できるものは再利用すること。 
 

1. 「CO2削減！キックオフ宣言フォーラム」を開催します 

２～４の取組みに先立ち、フォーラムを開催します。当日は、全国から４００名の

参加が予定されているほか、小池百合子環境大臣にもご参加いただく予定です。 

◆日 時 ２００５年６月１５日 13 時 30 分～18 時 

◆場 所 全電通労働会館大ホール(東京都千代田区神田駿河台３－６) 

◆主 催 ライフスタイルの見直しを考える環境会議(連合、中央労福協、全 

労済、労金協会) 

◆記念講演 「異常気象と地球温暖化」 

 講師 日本気象協会・飯島 希気象予報士 

◆トークセッション 「地球にやさしいライフスタイルに」 

 コーディネーター 藤村コノヱ：環境文明 21 専務理事 
 参加者 小池百合子環境大臣 
  連合・笹森 清会長 
  全労済・鷲尾悦也理事長 
  日本気象協会・飯島 希気象予報士 
  労金協会・岡田康彦理事長 
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2. 冷房温度は 1度高め～会議も「ノー上着、ノーネクタイ」 

2005 年 6 月 15 日から 9月 30 日の間、冷房温度を例年より 1度高めに設定します。役職員は「ノ

ー上着、ノーネクタイ」で業務を行う方針を確認しました。 

また、労金協会が主催する 6月 29 日の総会、大会、期間中の理事会を含む会議等は、「ノー上着、

ノーネクタイ」で開催します。 

 

 

 

 

 

3. 徹底実践 １０箇条～環境保全の学習会・身近なところから５Ｒ運動～ 

「労金協会で徹底して実践する 10 箇条」（別紙 1）を参考に、全国の〈ろうきん〉で取り組みま

す。職場だけでなく、役職員の家庭での取り組みも推進することを確認しました。 

4. 〈ろうきん〉の金融機能を活用した取り組み 

全国の〈ろうきん〉では、〈ろうきん〉の金融機能を活用し、すでに行われている取り組みを参考

に、別紙２のような商品開発や取り扱いを検討し実行することを確認しました。 

 

「チームマイナス６％」と「連合エコライフ２１」 

 

 

 

1997年12月の地球温暖化防止京都会議で採択された「京都議定書」が

2005年2月に発効されたことを受け、政府は4月に「京都議定書目標達

成計画」を閣議決定し、地球温暖化防止「国民運動」を推進する集中キャ

ンペーン（「チーム・マイナス6％」）を設定しました。 

また、連合と「ライフスタイルの見直しを考える環境会議」は、「連合

エコライフ21・地球温暖化対策行動月間」（2005年6月1日～9月30日）

を設定し取り組みをおこなっています。 

労金協会は「チーム・マイナス 6％」に参加しています 

【本件に関するお問い合わせ先】 

社団法人全国労働金庫協会   TEL 03－3295－0718／FAX 03－3295－1140 

担当：広報渉外グループ 鹿島健次（かしまけんじ）営業企画グループ 白井陽一（しらいよういち） 

 



2005 年 6 月 15 日 

 

 5R 運動 に取り組もう 
Refuse 
(リフューズ) 

不要なものは断る。不要なものを購入したり、持ち込んだりしな
いこと。 

Reduce 
（リデュース）

ごみを発生させない。ごみになるようなもの、無駄なものは買わ
ない、もらわない、使わないこと。 

Reuse 
（リユース） 

物は繰り返し使うこと。繰り返し使えるものを購入すること。 

Recycle
（リサイクル）

安易に廃棄せず再資源化できるものは再利用すること。 

 

【推進体制】 

１． 環境保全意識の啓発を目的とした学習会を各部室局ごとに開催する。 

２． この取り組みの推進役として、各部室局に環境担当者を配置する。 
【職場での取り組み】 

３． 冷房温度を 1度高めに設定する。そのため、ノー上着、ノーネクタイでの就業を推奨
する。 

４． ６月１５日から９月３０日の間、労金協会が主催する総会、大会、理事会を含む諸会
議等について、ノー上着、ノーネクタイでの出席を要請する。 

５． 会議時の弁当については、使い捨て容器の弁当の利用を自粛し、原則としてリターナ
ブル容器の弁当を利用する。 

６． 2フロアー以内の移動は、エレベーターの使用を自粛し階段を利用する。 

７． エレベーターホール、通路・廊下、使用していない給湯室、洗面所、会議室の消灯を
徹底する。また、残業時間帯の事務室の部分消灯に努める。 

８． コピーや印刷を行う場合には、原則として両面印刷で行う。併せて、コピー、印刷を
減らす努力をする。 

９． 事務用品や機器の購入に際しては、環境に配慮した製品を優先して選択するグリーン
購入を実践する。 

【家庭での取り組み】 

１０． 全役職員は、家庭において「連合エコライフ 21 ステップ 2」の取り組みを行い、
最低 3項目以上が生活習慣となるよう実践する。 

以上 

 

労金協会は 

チーム・マイナス６％ に 

参加しています 

労金協会で徹底して実践する取り組み 10 箇条

別紙１ 
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2 0 0 5 年 6 月 1 3 日 
社団法人全国労働金庫協会 

〈ろうきん〉の金融機能を活用した取り組み 

労金のもつ金融機能を活用し、以下のような商品開発や取り扱いを検討し実行する。な

お、すでに行われている取り組みは下表１のとおり。 
ア． 環境に配慮した住宅を取得・改築する際の融資の優遇。 
イ． 環境に配慮した設備・機器、たとえば太陽熱給湯器、省エネ法に基づくトップラ

ンナー方式（http://www.eccj.or.jp/sub_06.html）の電機機器やガス機器を設置・購
入する際の融資の優遇。 

ウ． ハイブリッド車、省燃費車、低排出ガス車等を取得する際の融資の優遇。 
エ． 近畿労金（http://www.rokin.or.jp/goods/yokin/shakai_f.html）の「みずすまし」
「まもるくん」等に類似した寄付金付き定期預金の取り扱い。 

オ． 環境問題への取り組みが進んでいる企業や環境に関する事業を行っている企業の

株式を運用先とした投資信託を窓販商品として加える。 
カ． 環境 NPOへの融資。 
キ． 金庫余裕資金による社会的責任投資（SRI）の実行。 

 
［表１：既に行われている取り組み］ 
金庫 名称 概要 

中央 NPOサポーターズ 利息の一部をボランティアグループ、NPO法人に寄付。 

北陸 みどりの預金 利息の一部を財団法人とやま環境財団に寄付。 

近畿 みずすまし 利息の一部を財団法人国際湖沼環境委員会へ寄付。 

近畿 まもるくん 利息の一部を財団法人地球環境センター、財団法人大阪み

どりのトラスト協会へ寄付。 

九州 ボランティア定期預金 利息の一部を NPOの行う福祉、環境、文化活動への助成 

東海 優遇金利項目 バリアフリー住宅、エコハウスに対する融資に金利を

0.05％優遇 

東海 エコカーローン 低公害車や低燃費車の購入に対して自動車目的ローンの最

優遇金利からさらに 0.3％優遇 

東海 エコハウスローン 環境共生住宅等に低金利融資 

四国 カーライフローン 低公害車購入を金利優遇項目に設定 

九州 エコカーローン ハイブリッド車、電気自動車、天然ガス車、メタノール車

を対象にしたローン 

出典：「ろうきんのグッドマネー事例集Walking Together 2003」（2003年 3月発行）より抜粋 

別紙２ 


